




























Kyoden and Bakin’s all men are brothers




The first yomihon novels Tyusinsuikoden and Takaosenjimon , by the late Japanese yomihon 
novel representive writers, Kyoden Santo  and Bakin kyokutei , all are reference to the Chinese long 
vernacular novels all men are brothers  in Ming Dynasty. This text proceeds from character shape, 
scene description, plot these three points of view. The purpose of this study is to compare how these 
two novels take reference from all men are brothers  separately then analyze their respective features of 
modification and translation.
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　      　智深相了一相，走到树前，把直裰脱了，用右
手向下，把身倒缴着，却把左手拔住上截，把腰只
一趁，将那株绿杨树带根拔起．（『水滸伝』第7回）
（p.74）
とある．『忠臣水滸伝』では，
　　  路
みち
のかたはらに生
お
ひたる大柳
やなぎのき
樹の下
もと
に立
たちより
倚て，
木
き
のもとを緊
しか
と抱き，腰
こし
を把
とり
て只
たゞ
一
ひと
趂
ゆり
ゆりければ，
忽
たちまちねこそぎにぞ
帯根抜起したりける．（中略）…戸なせは彼
かのかれ
枯
柳
やなぎのき
樹を目よりたかくさゝげ，…（『忠臣水滸伝』
第8回）（p.226）
　　　一かゝへ有る大榎
ゑのきね
根もとにしつかと両手をかけ．
ェィとふみ込ムちから足．一ト振
ふ
リふるとみへけ
るが．さすがの大木根よりぬけ．根もとにほらを
なしにける．（『高尾船字文』第3冊）（p.250）
　二作は「大樹」を「根ごと」「一気」に抜く．この
点では，原話に忠実である．ただし，『忠臣水滸伝』
33京伝と馬琴の『水滸伝』―『忠臣水滸伝』と『高尾船字文』の翻案を中心に―
では「目より高くささげる」動作も書き加え，「戸なせ」
の力の大きさを描がいている．これは原話に加えた独
自の翻案である．
四　プロット
　次にプロットにおいて，『忠臣水滸伝』と『高尾船
字文』は『水滸伝』をどう翻案しているか，以下の五
つの部分を検討してみる．
１．「洪太尉が誤って妖魔を走らす」
　二作品はほぼ原話どおりに利用している．ただし，
『忠臣水滸伝』は，霊魂を閉じていた穴から清泉を湧
出して星月夜という井になる趣向を手加え，奇妙さを
増幅している．『高尾船字文』は，妖魔を放出の所，
黒い煙が無数の金色の光となって散らばる趣向を白気
が数十羽の雀が飛び上がって十八の六尺余りの白絹と
変じることに置き換えた．「雀」と「白絹」は原作に
ないもので，「十八」という数字も後の出場人物の人
数ではなく，主人公頼兼の奥方萩の方の寿命にかかわ
る数字に書き換えている．
２．「魯智深，倒に垂楊柳を抜く」
　二作品はほぼ原話をそのまま利用しているが，大樹
を抜く目的を変えている．『忠臣水滸伝』では大樹を
抜く目的は悪人退治に変わり，『高尾船字文』では鶴
わか丸に鷹を取る目的に設けているのである．
３．「林沖，誤って白虎堂に入る」
　『忠臣水滸伝』のほうが原作をより忠実に受け入れ
ているが，林沖に相当する塩廷尉が冤罪事件で切腹し，
林沖の妻に相当する貌好が息子を連れて逃亡する結果
に書き直している．『水滸伝』では，高衙内が林沖の
妻を奪うため，邪魔な林沖に刀を持たせ軍事要地であ
る白虎堂に入らせて，殺人を企画する事件を捏造する．
この話を，『高尾船字文』では，鬼貫が奥州の横領を
謀り，関東官領になった頼兼を堕落させるため，奥方
萩の方と女之介との密通関係を捏造し，女之介に短冊
を持たせて萩の方の寝室に入らせる話に書き換えた．
４．「宋江，怒って閻婆惜を殺す」
　殆ど原話を忠実に翻案したてている．
５．「武松，虎を打つ」
　両作品とも必要に応じ「虎」を「野猪」と「狼」に
それぞれ変更して翻案し，『高尾船字文』のほうがよ
り原作を忠実である．それに対して，『忠臣水滸伝』
は原話を複雑に活用している．野猪が武松に相当する
人物千崎弥五郎に遭う前にすでに出場している．先に
勘平に遭った野猪が鉄砲の音で駆け去る途中，千崎弥
五郎に遭ったのである．『忠臣水滸伝』の野猪は勘平
が与一兵衛を毒殺した夜，叉老婆に白状させる話と，
千崎弥五郎が空手で野猪を殴り殺す話とをうまくとり
あわせる道具でもある．従って，『忠臣水滸伝』の「野
猪」には，『水滸伝』の「虎」とは異なった役割を与
えられている．
五　おわりに
　『忠臣水滸伝』と『高尾船字文』から五つの場面を
抜き出し，人物設定・場面描写・プロットの三つの視
点より翻案技法を比較して，京伝と馬琴には，翻案に
際して，技法を駆使した工夫と苦心が随所に窺われる
ことを分析した．京伝と馬琴は，付加，増幅，分散，
結合，改変という多様多彩な翻案技法を用いて，読本
を面白く，複雑に奇妙に作り上げている．
　その中でも両者には人物設定には原作とほぼ一致す
る人物設定が多く見られるが，時に京伝には，二人の
人物を一人にし，魅力的な人物造型を行っていること
が確認できる．
　また，場面描写では，浄瑠璃に付会できる場面は忠
実に受け入れ，融合して作り直すやり方と，ただの受
け入れではなく，原作に加え入れる技法が見られる．
「野猪」の例のように，これもより京伝の方に馬琴よ
り多彩な翻案技法が見られる．もちろん先行作の馬琴
の『高尾船字文』が「京伝の『忠臣水滸伝』を引き出
す役割を果たした」（注４）ことも考慮しなければならな
い．
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